
転送速度② ～HDD と SSD(SATA、NVMe)～ 

 

家のノート PC２台とセカンドディスプレイ１台 

 

２０１０年に購入した AcerAspire5740-15（写真左） 

のディスクの情報_SATA600 で 500GB(5400rpm) 

 

不良セクタが出てきていて、そろそろ買い替え時 

  



転送速度を調べると 

C ドライブ（80GB）が左、D ドライブ（370GB）が右（残りの 50GB はリカバリ用に使用されている） 

  

 

ちなみに、２０１９年に購入した HP Gaming Pavilion 15-cx0108tx(写真中央)は、 

NVMe の SSD256GB と SATA600 の HDD１TB(7200rpm) 

  

 

転送速度は NVMe の SSD256GB がけた違いであることがわかる。 

  



Acer の裏ブタのねじを外し（ねじが５つあった。シールの下にもあるので注意）、HDD500GB をコネクタを外

すようにずらして外し、金具と HDD を固定していたねじを２つ外して、SSD250GB に換装してはめ込む。 

  

     

 

 

事前に Acer の PC に USB メモリを差して、回復ドライブを作成しておく。 

Acer の HDD の裏面から、HDD を取り出し、SSD に付け替えた後、その USB メモリを差して電源を入れる 

USB メモリから起動し、回復ドライブのメニュー通り進めると、 

途中、システムディスクの容量が小さすぎるというメッセージが出てきて、 

再インストールできなかったので、 

何か別の方法がないか、２，３０分検索した結果、USB メモリの中の[sources\$PBR_ResetConfig.xml] ファイ

ルの「<MinSize> 453093</MinSize>」を「<MinSize>10240</MinSize>」と書き換えれば、作業が続けられる

ことが分かり、 

【参考 HP】HDD から SSD に交換して Windows 10 を入れなおす - サバとエンガワ (server-engineer.net) 

もう一つの PC で xml ファイルを編集して、それを差し込むと無事、作業が進められるようになる。 

https://www.server-engineer.net/entry/2018/10/23/011709


 

 

再インストールが完了し、電源を落として、起動してからブラウザが立ち上がるまで時間を測ると、今まで２分

強かかっていたのが、１分程度になった。 

 

 

転送速度は、HDD の頃と比べるとすべての値が改善されている。 

 



     

 

今回 Acer のノート PC に換装した SATA300 の SSD250GB 

 

 

HP のノート PC に接続されている SATA600 の HDD(7200rpm)と NVMe の SSD256GB 

  

古い PC の SATA300 の SSD の転送速度が、新しい PC の SATA600 の HDD に勝っていることが分かる。 

また、おなじ SSD でも、NVMe の SSD には遠く及ばないことが分かる。 


